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１．教員紹介・主な研究分野	
 

私は以前より「自殺と自殺予防に関する研究」に取り組んでいます。昨今では、診療報酬の

改定などに伴い、精神疾患を抱えつつ地域で不自由な生活を余議なくされる方々が増え、歯

止めのかからない自殺者数についても、さらに悪化するのではないかと危惧されます。そこ

で、現在は、特に‘自殺問題を抱えている患者さんやご家族の方々が、病院内だけではなく

退院後の地域生活においても、安心して少しでも自分らしく生活していくことができるよう

な、継続的かつ実践的、具体的な看護ケアを通した自殺予防’について探究しているところ

です。 
自殺問題やこの問題の解決に向けた取り組みに関心のある方々など、いろいろな人々と交

流し、意見交換をはかりながら検討していきたいです。 
 

２．研究業績	
 

①論文	
 

松枝美智子、安永薫梨、梶原由紀子、坂田志保路、安田妙子、北川明、中野榮子、安酸史子

（2011）.精神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の作成：尺度の信頼性、妥当性
の検証．福岡県立大学看護学研究紀要，8（2）.	
 
②その他最近の業績	
 

<学会発表>	
 

坂田志保路．「自殺企図を繰り返す患者に対する病棟・外来での看護ケアに関する文献レビュ

ー」．日本精神保健看護学会第 19回学術集会．2009年 6月 
③過去の主要業績	
 

坂田志保路、西片久美子．「老人の自殺や自殺予防に関する文献レビュー」．日本看護研究学

会会誌，30（3）,127． 
	
 

３．外部研究資金	
 

・	
 文部科学省、科学研究費補助金（萌芽研究）、「モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プ

ログラムの開発」、平成 20年度～平成 21年度、共同研究（研究代表者：松枝美智子） 
・	
 文部科学省、科学研究費補助金（基盤研究C）、「経験型実習教育の研修プログラム開発」、
平成 20年度～平成 21年度、共同研究（研究代表者：安酸史子） 

・	
 文部科学省、科学研究補助金（基盤研究）、「経験型実習教育の研修プログラムの有効性に関

する研究」、平成 21年度～平成 24年度、共同研究（研究代表者：安酸史子） 
	
 

５．所属学会	
 

日本看護学教育学会、日本看護研究学会、日本精神保健看護学会、日本赤十字看護学会、日

本看護協会、自殺予防学会：各会員 
	
 

６．担当授業科目（補助）	
 

精神保健・2 単位・1 年・後期、精神看護論・2 単位・2 年・通年、精神看護論Ⅱ・1 単位・3
年・通年、精神看護実習・2単位・3年・通年、総合実習・3単位・4年・前期、専門看護学ゼ
ミ・2単位・4年・前期、卒業研究・2単位・4年・後期 

	
 

９．附属研究所の活動等	
 

・	
 ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2010.6). 福岡県立大学看護学研究科専門看護	
 
師コース精神専門看護師コース公開授業 I：司法看護における専門看護師の役割. 福岡市. 



・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2010.7). 福岡県立大学看護学研究科専門看護
師コース精神専門看護師コース公開授業 II：精神科訪問看護における精神看護専門看護師の
役割. 福岡市. 

・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2010.8). 福岡県立大学看護学研究科専門師コ
ース精神専門看護師コース公開授業 III.：認知行動療法の看護への適用. 福岡市. 

・	
 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2010.12). 福岡県立大学看護学研究科専門看	
 
護師コース精神専門看護師コース公開授業 IV：精神保健・医療・福祉の展望と精神看護専門
看護師の役割. 福岡市. 
 


